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生徒たちから教わったこと 

～あなどれません、中学生すごいです～ 

 

 私は教職員として、専ら中学校の教壇に立ってお

りましたが、10 代前半の若者たちとはいえ、すでに

しっかりとしたものの考え方を持っている生徒もい

て、未熟な私が生徒たちから教えられることも多々

ありました。今回は、そんな素晴らしい教え子たち

との教員時代のエピソードを紹介したいと思います。 

 まず、私が新採用で赴任した中学校での話です。 

学級のリーダー的存在である A という生徒がいま

した。彼の人柄は温厚で、包容力もあり、仲間たち

からとても慕われていました。ある時、学級内で仲

間どおしのトラブルが起きたので、どう解決したら

いいか考えていたところ、該当生徒がやってきて、

「先生、今回の件を A ちゃんに相談したら、うまく

まとめてくれたので、もう大丈夫です」と言ったの

です。手をこまねいていた私は、自ら反省すると同

時に、A が友だちから信頼され、トラブルを上手に

解決した手腕に感心したものでした。中学生でもこ

んな子がいるんだなあと心に残った出来事でした。

余談になりますが、その彼と偶然にも今年、とある

場所でばったりと遭遇したのです。なんと中学校卒

業以来の再会でした。彼も私のことを覚えていてく

れて、別れ際、私に名刺を渡してくれたのです。そ

こには、有限会社の社長として彼の名前が記されて

いました。「なるほどなあ、彼なら社長として立派

にやっているのだろうな」と改めて感心し、嬉しく

思った次第です。 

 次は、別の学校に赴任しての話です。教師として

少しは大人になっていたはずの私でしたが、まだま

だ未熟者であり、失敗も多々ありましたが、そこは

若さでカバーしていたころの話です。私の学級にリ

ーダーシップのあるＢがいて、学級を一つにまとめ

てくれていました。ある日、学年全体の合唱練習が

あり、私は学年執行部であった彼らと共に前に立っ

て指導していました。すると、ある生徒がふざけて

周りの邪魔をし始めたのです。少し様子を見ていま

したが、なかなかおさまらないので、私が注意をし

に行こうと一歩踏み出したその時、Ｂが私に「先生、

俺が行って注意してくるから、先生はここにいてく

ださい」と言いました。そして、B がすたすたとそ

の生徒のところに行って、ガツンと一言注意したと

ころ、その生徒はすぐに B に謝って、おとなしくな

りました。それを見ていた担任の私は、B の指導力

をすごいなと思いました。余談になりますが、その

後、我がクラスの男子生徒たちから「先生、もっと

しっかりしてくださいよ。B の方がずっと担任らし

いじゃないですか」と言われたことを覚えています。 

 次に紹介するのは、別の中学校に転任した時の話

です。給食の時間になり、担任の私はある班の生徒

たちと一緒に給食を食べ始めました。その日のメニ

ューの中の一つであった野菜の和え物を食べた時、

私が思わず「この野菜、味が薄くて美味しくないな

あ。」とつぶやいてしまったのです。すると私の横

に座っていた C が、「先生、調理員のかたが一生懸

命に心を込めて、つくってくれた給食です。私は美

味しいと思います。そういう言い方は失礼じゃない

ですか。」と言ったのです。「あ、そうだよな。先生

が悪かった」と私は素直に謝りました。まさしく生

徒に教えられた場面でした。それにしてもこの生徒、

人間ができているというか、優しい心の持ち主だな

あと感心したものでした。それに引き換え私はまだ

まだ未熟者でした。余談になりますが、彼女は今現
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在でも時々、同級生の様子を私にメールで知らせて

くれます。心の優しい人です。有難いことです。 

 最後に紹介するのは、同じ学校で私が女子ソフト

ボール部の顧問をしていたときの話です。その日は、

実践形式の練習でした。私はキャッチャーの後ろに

立って、審判兼指導をしていました。キャッチャー

をやっていた D は部活のリーダーであり、みんな

をまとてくれる頼もしい存在でした。ある打者がセ

ンターにフライを打ちました。ところがセンターを

守っていた選手のスタートが遅れたために、ヒット

になってしまいました。私が思わず大きな声を出し

て、「もっと早く判断してボールの下に行かないと

ダメじゃないか」と言うと、Ｄが私の方を振り向い

て、「先生、あの子は気が弱いから、そんな言い方

をしたら委縮してもっと動けなくなってしまいます

よ。優しく諭すように言ってやった方がいいですよ」

と言ってくれたのです。そしてＤはその選手に「い

いよ、もう少しだったね。次は捕れるよ」と励まし

たのです。言われた選手はそれを聞いてほっとした

ように、うなずいていました。 

次のバッターが打って、サードゴロになりました。

イージーなゴロでしたが、サードを守っていた選手

が怠慢プレーでエラーをしてしまいました。私は先

ほどのＤの言葉が耳に残っていたので、「いいよ。

だいじょうぶ、リラックスしていこう」と言いいま

した。するとＤが後ろを向いて、「先生、あの子は

いつも手を抜いて、ああいうプレーをするんです。

性格的に少しくらいの注意では言うことを聞かない

んで、少しきつめに言った方がいいですよ」と言っ

たのです。Ｄはその選手に向かって、「もっと、よ

くボールを見て、しっかり捕球しなよ。集中して！」

と強めに言うと、その選手は “しまった” という顔

をして、うなずいていました。 

 Ｄは、各選手の動きや精神状態をよく観察してい

て、1 人 1 人のことを性格も含めて、よく把握して

いました。正直、こんな生徒が教え子の中にいるこ

とが驚きでした。心から感心しました。私の未熟さ

がまた露呈した出来事でした。生徒理解とはこうい

うことを言うのだと、その生徒から学んだ次第です。

余談になりますが、このチームはこの後に行われた

地区大会で見事優勝し、県大会に出場することがで

きました。 

 長い教員生活の中で、先輩教師や同僚、また学校

内外のさまざまな方、そして研修会や書籍等々から

いろいろなことを学びましたが、教え子である生徒

たちからも、このような学びが多々ありました。そ

して、それらすべてのことが、私の力になり、その

いくらかが教育という大切な仕事に還元され、子ど

もたちのためになったかと思うと、本当にありがた

いことだと思っています。 

 このほかにも、私にたくさんのことを教えてくれ、

共に学び、喜んでくれた生徒たちに心から感謝した

い気持ちでいっぱいです。 “学校を楽しむ” 、その

中には、このような出来事も大きな要素として入っ

ているのだと、私は思っています。 

市川三郷町教育長 渡井 渡 

 

 

 

 

 

 

 


